
郡山市上下水道局
五洋・福田・開東特定建設工事共同企業体

発注者　郡山市上下水道局　下水道整備課　
〒963-8016
福島県郡山市豊田町1-4
TEL.024-932-7672　FAX.024-939-5820

施工者　五洋・福田・開東特定建設工事共同企業体
〒963-8824
福島県郡山市道場444地先外
TEL.024-926-0433　FAX.024-926-0434

お問合せ先

工事の進捗状況は
郡山市ホームページを
ぜひご覧ください→

工事の進捗状況は
郡山市ホームページを
ぜひご覧ください→

郡山市上下水道キャラクター

ド・カーン兄弟

石塚貯留管築造工事
郡山市ゲリラ豪雨対策9年プラン石塚貯留管築造工事

郡山市ゲリラ豪雨対策9年プラン
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谷田川
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到達立坑
特殊人孔No.2

発進立坑
特殊人孔No.1

分水人孔 接続位置
石塚貯留管掘進位置

　

取付人孔

既設排水管

分水人孔 発進立坑

特殊人孔No.1

到達立坑

特殊人孔No.2

分水人孔から貯留管に
水を流下させます。

Φ600mm

既設排水管から水を
取り込みます。

排水ポンプ
排水先である133号雨水幹線の
水位低下後、ポンプで排水します。

大きさ：5.2m×6.0m
深さ　：11.5m
掘進機を引き上げます。

大きさ：5.2m×8.8m
深さ　：9.5m
ここから掘進機で掘り
進めます。

人孔とは点検や作業など
管理のために人が立ち入
るマンホールのことです。

貯留管に貯まった水を
排水するため人孔内に
排水ポンプを設置しま
す。

ぶん  すい   じん  こう とり  つけ  じん  こう はっ   しん  たて   こう

とう   たつ  たて   こう

とく   しゅ   じん  こう

じん こう
雨水貯留管
内径 2,400ｍｍ
長さ 588ｍ
貯留量 2,680㎥

う    すい  ちょ  りゅう かん

貯留管は川につな
がってるの？

貯留管は川につな
がってません。

貯留管は
ほぼ砂礫層を
通ります。

貯留管はタンクの
役割です。

さ    れき   そう

砂礫層

砂質土層

粘性土層

凝灰岩

事業について

石塚貯留管のしくみ

地質の様子

　近年多発する局地的大雨（いわゆるゲリラ豪雨）
での浸水被害の軽減対策として、郡山中央工業団地
の道路下に直径2,400ｍm、延長595ｍの雨水貯留
管を築造します。
　対象降雨は23mm/10分（58mm/時間）です。

　近年多発する局地的大雨（いわゆるゲリラ豪雨）
での浸水被害の軽減対策として、郡山中央工業団地
の道路下に直径2,400ｍm、延長595ｍの雨水貯留
管を築造します。
　対象降雨は23mm/10分（58mm/時間）です。

貯留管のしくみ
　道路下にある既設雨水排水管が排水しきれなく
なったときに、分水人孔から貯留管に水を取り込む
ことで、道路上に溢れ出る水の量を軽減します。

　道路下にある既設雨水排水管が排水しきれなく
なったときに、分水人孔から貯留管に水を取り込む
ことで、道路上に溢れ出る水の量を軽減します。

工事の概要
595ｍ
588ｍ 泥水式推進工法
2,400ｍm
2,680m³※
2021（令和3）年8月から
2023（令和5）年3月まで
※小学校の25mプール約9杯分

595ｍ
588ｍ 泥水式推進工法
2,400ｍm
2,680m³※
2021（令和3）年8月から
2023（令和5）年3月まで
※小学校の25mプール約9杯分

施 工 延 長
管きょ延長
貯留管内径
貯 留 量
計 画 工 期

施 工 延 長
管きょ延長
貯留管内径
貯 留 量
計 画 工 期

盛土

粘性土層

砂質土層

砂礫層

凝灰岩

凡　例

工事の概要
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方向修正ジャッキ

駆動部
カッター旋回電動モーター
（6台）

送泥バルブ

バイパスバルブ
排泥バルブ
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ヒューム管

到達立坑 発進立坑

掘進機

排泥

滑材

送泥

換気装置

ヒューム管

橋型クレーン

泥水処理プラント
地上に上がってきた排泥
水を泥と土に分離し、泥
を再び地中に送ります

到達立坑に到達したら
掘進機を引上げます

油圧ジャッキで
ヒューム管を
押すんだね

頼もしい
マシンだね

泥水式推進工法

泥水式推進工法による貯留管築造
　掘進機で地中を掘ると同時に油圧ジャッキでヒューム
管を押し込んで掘り進む工法です。
　掘った土を泥水と混ぜて流体状にして地上に排出する
ことから「泥水式推進工法」と呼ばれます。
　泥水とは粘土と水に薬剤を加えて作られるドロドロの
液体です。
　地中とヒューム管との摩擦を抑える滑材や泥水を用いる
ことで土圧や水圧を軽減しスムーズに掘り進むことがで
きます。
工法の特徴
・500ｍを超える長距離施工が可能
・貯留管内に立ち入ることなく施工できる
・産廃汚泥の発生量を軽減できる

　掘進機の後ろにヒューム管を次々とつなげていき到達立坑
まで「推し進め」ながら貯留管を構築していきます。カッターヘッド

送風管

滑材配管

ヒューム管を後ろから
押します

油圧ジャッキ排泥配管
送泥配管

ヒューム管 内径2,400mm
 全長2.43ｍ/本

掘進機据付

油圧ジャッキ

橋型クレーン

貯留管ができるしくみ

泥水処理プラント
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特殊人孔No.2（到達立坑）

分水人孔 雨水を取り込むしくみ

特殊人孔No.1（発進立坑）

作業口作業口

ポンプ搬入口ポンプ搬入口点検口点検口排気ます排気ます

排水ポンプ排水ポンプ

排水管排水管

深さ 11.5ｍ

作業口作業口

排気ます排気ます

石塚貯留管石塚貯留管

石塚貯留管石塚貯留管

深さ 9.5ｍ

取付管取付管

石塚貯留管石塚貯留管

深さ 3.3m

既設排水管既設排水管

点検口点検口

分水堰分水堰

取付人孔取付人孔
分水人孔分水人孔

　貯留した雨水を排水する施設です。

　豪雨時に雨水を取り込み貯留管に導く施設です。

　点検、維持、管理に必要な施設です。

分水堰分水堰平常時

豪雨時

既設排水管既設排水管

既設排水管既設排水管

取付人孔取付人孔
分水人孔分水人孔

ぜき

ぜき

分水堰分水堰
ぜき

鋼矢板搬入 鋼矢板の地中打込み 地上からの掘削

支保工の設置 立坑内からの掘削 立坑内掘削土搬出

立坑完成（底部） 立坑底部から上部を臨む立坑完成（上部）

石塚貯留管の
完成が楽しみだね！

地
面
が
崩
れ
て

こ
な
い
よ
う
に

頑
丈
に
作
り
ま
す
！

立坑・人孔

立坑
　地面が崩れてこないように鋼矢板を地中に打込んで
壁を作る「鋼矢板土留工法」で築造します。
　本工事では発進立坑、到達立坑があります。

人孔
　人孔（マンホール）は既設排水管からの雨水の分水
と貯留管からの排水を兼ね備えた管理施設です。
　推進工が完了したら、発進立坑と到達立坑に鉄筋
コンクリート製の人孔を築造します。
　また、貯留管に既設排水管から雨水を取り込むための
分水人孔を築造します。

特殊人孔・分水人孔

立坑築造の流れ
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支保工
鋼矢板を支えて安定
させる突っ張り棒の
役割をします。

立坑の構造

鋼矢板


